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所属（ 都市再生課 ）担当者（ 樋口 ）内線（ １９１ ） 

タイトル 

自由ヶ丘地区 団地再生事業第２弾！ 

ワークショップ「自由ヶ丘地区の未来ビジョン」 ・ 未来技術（ドローン）活用実証事業 

概要（発表内容を簡単に記入してください） 

本市では開発から半世紀を経過した住宅団地の再生に取り組んでおり、将来にわたって住み

続けられるまちを目指し、官民連携によるまちづくりに取り組んでいます。 

昨年の１０月からの３ヶ月間、「サービスが人の近くに移動してくる社会」という概念について検

証を行うため、自由ヶ丘地区の公園を会場とした「ショップモビリティ事業」を行い、2,500人以上の

方が利用し好評を得ました。 

今後、変容を続ける住民のニーズや社会経済状況に対応した『誰もが暮らしやすさを実感でき

る、持続可能なまち』への再生を目指すため、同地区において住民のリアルな声を聞き、将来の

自由ヶ丘を考える、第一回目のワークショップを開催します。 

また、ワークショップの中では、ドローンを使った日用品の配送実証事業も実施します。 

今回の実証は、「サービスが人の近くに移動してくる社会」という概念をさらに深化させ、新たな

技術として多方面での活用が期待されている「ドローン」によって日用品を届ける事業です。今回

の実証事業をスタートとし、住民の利便性向上や暮らしの質の向上を目的とした実証事業を継続

していきます。  

内容（発表内容のポイントを記入してください。別紙資料でも可能） 

■ワークショップ「自由ヶ丘地区の未来ビジョン」～都市再生始動～ 

日  時： ３月６日 (日) 13:00～15:00 

場 所： 自由ヶ丘中学校 (宗像市朝町 1019‐4) 

協力事業者： 株式会社トルビズオン （ドローンの操作、当日の安全管理） 

      イオン九州株式会社 （連携協定に基づく配送物資の提供） 

内 容：[ワークショップ] ※40～50 人参加予定（※要予約） 

50 年後も住み続けられ、選ばれ続ける自由ヶ丘に 

必要なことについて意見交換を行ってもらいます。 

［ドローンを活用した物資配送実証事業］  

飛行回数： 2 回 ※飛行時間 10分程度 

運 搬 物： 日用品（1 回あたり 1kg～2kg 程度） 

飛行ルート： 右図のとおり（全長約 1,000ｍ） 

 

※ドローン飛行は、事業者と当日の天候等を確認後、安全に十分配慮して実証を行います。 

目視監督者を配置したうえ、離陸及び飛行を自動運転、着陸は手動で行います。 

 

〇取材をご希望の際は、事前に下記担当課へお申し込みください。(当日可) 

当日は自由ヶ丘中学校・体育館入口へお集まりください。スタート地点に駐車場がないため、 

中学校集合後、市役所車両にてスタート地点へ個別にお送りします。 

本件に関する報道関係者の方のお問い合わせ先（所属、担当者名、℡） 

宗像市 都市再生課 担当：樋口、濵村  ０９４０－３６－９７７７ 

 


